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揚・排水用 先行待機ポンプ

PSV-R・PV-R型（立軸）
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■運転データと運転状況先行待機運転ポンプは、ポンプ井の水位に関係な
く全速運転が可能なポンプです。いかなる水位で
もポンプを全速運転することができるため、急激
なポンプ場への雨水の流れ込みにも全速待機が可
能で、運転開始時のタイムラグの心配がなくなり
ました。
●ポンプの基本構造は従来形と同じシンプルな構造
です。
●従来機の最低運転水位以下でも揚水可能で、ポン
プ井の容量に余裕が出来ます。
●雨水流入に先行してポンプを運転出来るのでポン
プ機場の総合的な管理が容易になります。
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■概要
ポンプ井の水位変化により、吸気管から吸気される
空気量が自然に変化し、それに応じて揚水量が自動
的に変化します。吸気量は、ポンプ井水位が低けれ
ば大量にポンプ内に吸い込まれます。吸気開始水位
より高い水位では吸気されません。このように、先
行待機運転ポンプは、水位に応じた吸気を行うこと
で、自動的に流量調整運転を行います。水位がさら
に低下して、吸気管取り付けレベル付近に達すると、
揚水が停止する現象（エアロック）が起こります。
エアロックした状態から水位が再び上昇し、羽根車
入口先端あたりに達すると再び揚水を開始します。
以上の変化を利用して、これまでの水位によるポン
プの始動・停止頻度の軽減や、水位によらない定期
的な管理運転などが容易に計られ、設備全体の信頼
性が向上します。

組立断面図

ポンプ井の水位に応じて、運転状況が変化します。
どんな水位でも安定した運転を実現します。
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300PV-R　全速全水位型先行待機立軸軸流ポンプ運転データ
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PSV-R・PV-R型（立軸）
揚・排水用 先行待機ポンプ
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取扱液

項目
吐出し口径（mm）

液 質

液 温

ポンプ

構造

材質

羽 根 車

軸 封

外 軸 受

水 中 軸 受

羽 根 車

ケ ー シン グ

主  軸

軸 スリー ブ

配 管 と の 接 続

雨水・河川水・汚水

0～40°C

セミオープン又はプロペラ形

グランドパッキン

玉軸受、コロ軸受

カットレスゴム軸受

SCS13

FC250

SUS403

SUS304

水道規格フランジ
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■要部標準仕様

全速全水位先行待機形立軸斜流ポンプ

●上記以外の特殊仕様につきましては最寄りの営業店迄お問い合わせください。

■標準付属品
◦基礎ボルト� ������������������ 1式
◦軸継手� �������������������� 1式
◦油面計� �������������������� 1式

◦バルブ類
◦分解工具
◦運転に必要な補助機器
◦連成計 及び コック���������������� 1式

■特別付属品

1650PSV-R
◦吐出し口径………1650mm
◦全揚程……………9m
◦吐出し量…………400m3/min


